
取り組みが
徐々に広がって
います

クマってどんな動物？

ツキノワグマの体
ツキノワグマはアジアに広く分布する森林性の動物です。日本に生息するクマはその亜種と
なります。世界的には、ほとんどの地域で減少しており、日本の本州だけは例外的に分布域
が広がっています。実は、九州では絶滅し、四国では今まさに絶滅の危機を迎えています。

四国から姿を消してしまうかもしれないツキノワグマ。しかし、その絶滅を防ぐための具体的な手法は確立されていません。
また、万が一のクマによるトラブルを防ぐ対策も十分に議論されていません。どちらも軽視できない問題を抱える四国のクマ
と、我々はこれからどのように向き合っていくべきでしょうか。この課題に対する解決策を探るために、当プロジェクトでは
2026年1月に、国際機関から支援を受け、さまざまな立場の関係者を集めた「保全計画づくりワークショップ」を開催します。

「しこくまワークショップ」は、CPSGのワークショップ手
法を取り入れ、地域住民、産業、専門家、行政、NGO
など、多様な立場の人々を集め、四国ならではの地域
とクマの「適正」な関係を話し合う国際ワークショップ
です。話し合いの成果は、「行動計画」としてまとめ、
各自が実践できる範囲に落とし込みます。しこくま
ワークショップには一部の専門家や行政機関だけでは
なく、四国のクマに関わるさまざまな人々が参加し、
四国における人とクマの関係を考えていきます。

国内外の研究者や関係者ら約30名が集まり、生
態、減少要因、生息地の持続性など、今あるす
べてのデータを用いて、四国のツキノワグマの存
続可能性を検証します。また、社会的な制約を
踏まえた生態学的に有効な保全手法について検
討します。

地域とクマの「適正」な関係を考えるために
「しこくまワークショップ」を開催します

人の暮らしとクマの存続が両立する
保全計画を策定。

四国ならではの活動の基盤とします。

しこくまワークショップに
期待できる効果

四国の豊かな自然のシンボル、
ツキノワグマを林業や観光等の産業に活かす

四国の森林保全活動を促進し、
自然度の高い森林が復元される

大きさ
オス（平均）
体長約140cm 体重約60kg

※四国の捕獲個体データに基づく数値

メス（平均）
体長約120cm 体重約45kg
歩行時の体高は
50～60cm程度です。

寿命
野生下で20歳を
超える個体は稀です。
飼育下では30歳を
超える個体もいます。

樹上生活に適応した
短く頑丈な爪を持っています。
また、後脚に比べて前脚の筋肉が
よく発達しています。

繁殖
雌雄ともに4歳ごろから
繁殖が可能になります。
繁殖期は6月～8月頃です。

出産
メスは数年おきに
1～2頭の子どもを
出産します。

近年の生息数は、
わずか16～24頭と
推定されました。

個体数
生息頭数の減少により遺伝的な多様性が
減少していることが分かりました。
現在の生息頭数のままでは、
近親交配による絶滅リスクが
高まることが心配されます。

遺伝的な
多様性の
減少

好適な生息環境の減少

四国のツキノワグマは、
最悪のケースでは
2036年の絶滅確率が62%
という研究結果があるほど
極めて危機的な状況にあります。

絶滅の
可能性

月の輪
胸に白い「三日月」模様があります。
ツキノワグマの名前の由来にもなっており、
英語ではMoon Bear（ムーンベアー：月熊）
とも呼ばれます。

爪と
筋肉

Ursus thibetanus japonicus
ネコ目（食肉目）クマ科　ツキノワグマ 

ヒグマ

ヒト

ツキノワグマ

50～60cm

170cm

ツキノワグマとヒグマ。日本にはこの２種のクマ
が生息しています。ヒグマは北海道のみに生
息し、そのほかの地域に幅広くいるのがツキノ
ワグマ。胸に月の形をした白い毛が生えている
のが特徴です。しかし、九州のツキノワグマは
絶滅したとされています。

ヒグマはとても大きく、ツキノワグマに比べる
と約２倍もの体格になります。ツキノワグマ
は、アジア地域に広く生息し、日本にいるの
は“ニホンツキノワグマ”という固有亜種。

ヒグマの
生息地域

ツキノワグマ
の生息地域

“四国のツキノワグマ”は
“ISLAND BEAR（島熊）”

四国における減少の原因

四国はツキノワグマが生息する世界で最も小さい島であることから、四国のツキノワグマを
Island Bear（島熊）と呼んでいます。面積が限られる島の環境では、体の大きな哺乳類ほど
特に早い段階で姿を消す傾向にあり、世界的に、島嶼部に生息するクマは非常に稀です。

ツキノワグマの役割
自然におけるクマの大きな役割の一つが、種を散布す
ること。植物は種を遠くまで移動させるために、動物
に種を食べてもらい、その動物が移動した先で糞とし
て出してもらいます。そういう動物を「種子散布者」と
いいますが、なかでもクマは、たくさんの種を食べ、移
動する距離も長い、特別な動物です。
広い生息地のなかで色々なものを食べるツキノワグマ
を守ることで、その地域の植物や動物たちの環境を守
ることにもつながるのです。

同じクマでも、「四国のクマ」が大切
“ニホンツキノワグマ”は日本にしか生息していない固有亜種ですが、遺伝
的には、東日本グループ、西日本グループ、四国・紀伊半島グループの３つ
のグループに分かれます。生物多様性では、遺伝的多様性も重要と考えら
れているので、四国でツキノワグマを保全することが必要になります。

かつては四国の広い範囲でツキノワグマが生息していましたが、1985年以
降は西部地域からの生息記録も途絶え、現在は剣山とその周辺地域のみに
分布が限定されています。四国のツキノワグマに残された最後の避難場所
（レフージア）が剣山周辺の山々です。

過度な森林開発により、ツキノワグマ
の生息に適した天然林が大規模伐
採され、針葉樹人工林に置き換わっ
たことで、生息環境が失われました。

過剰な駆除
林業被害をもたらす害獣であった
ため、昭和時代には特に高額な
報奨金が出され、積極的な駆除
が推奨されていました。

生息環境の縮小に加えて、過剰な駆除が行われた結果、
生息域と生息頭数が急速に減少したと考えられます。

減ってしまった理由

調査と
保全に向けた
取り組み概要

1986年
1987年
1991年

1993～1995年
2000年 
2001年
2002年

2003年
2003年～
2008年
2009年
2017年
2020年
2021年

高知県にて捕獲禁止措置開始
徳島県にて捕獲禁止措置開始
環境省レッドデータブックに「絶滅のおそれのある地域個体群」と掲載
徳島県が生息調査を実施
環境省による生息状況調査開始
徳島県レッドデータブックに「絶滅危惧Ⅰ類」と掲載
高知県レッドデータブックに「絶滅危惧ⅠＡ類」と掲載
四国自然史科学研究センターが生態調査を開始
愛媛県レッドデータブックに「絶滅危惧ⅠＢ類」と掲載
林野庁が四国山地緑の回廊設定　モニタリング調査開始
高知県が「高知県指定希少野生動植物」に指定
国指定剣山山系鳥獣保護区の拡大（10,139ha→11,817ha）
「ツキノワグマ四国地域個体群の保全に係る広域協議会」が設置される
広域協議会が「ツキノワグマ四国地域個体群広域保護指針」を策定
広域協議会が「四国におけるツキノワグマ出没対応ガイドライン」を策定

徳島県と高知県では、捕獲禁止という保護施策を30年以上続けているにもかかわらず、
生息数回復の兆しはみえていません。

地域の方々の理解と協力を得たうえで、関係機関が協働して速やかに対策を行わなければ、
絶滅を回避できない状況になっています。

関係機関の紹介

日本で最も歴史の古い
自然保護のNGOです。

日本自然保護協会

四国のクマの現状認知
および正しい知識の普及

人とクマのトラブル防止の実施
および技術の普及

奥山で安定したクマの生息地を確保
するために森林保全の取り組みを推進

アイランドベアー・フレンドリー
（地域特性とクマを活用した地域保全）の推進

裏ページにてプロジェクトの活動詳細を紹介します！
現在の生息地

1980年頃まで
クマが生息していた地域

活動概要

四国の自然環境を次世代に繋ぐ
活動を行なっています。

四国自然史科学研究センター

地域への情報発信 軋轢の予防措置

生息地の環境整備 地域の利益推進

この冊子で知ったことを「＃四国ツキノワグマ」をつけて、SNSでつぶやこう！
＊多くの人が四国のツキノワグマの現状を知ることにつながります。

LINEスタンプでツキノワグマを守ろう！ 「しこくまワークショップ」の最新情報をチェック！

＊有料スタンプが寄付へつながります。 しこくまワークショップ公式Facebookアカウント
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本活動報告冊子は
独立行政法人環境再生保全機構地球環境基金の
助成により作成されました。

人間とクマとの
共存を考えるNGOです。

日本クマネットワーク

みなさんへのお願い
四国のツキノワグマを絶滅から救うためのご協力をお願いします。

四国自然史科学研究センター
高知県須崎市下分乙470の1
http://www.lutra.jp/

TEL 0889-40-0840　
Email bear_info@lutra.jp　
担当：安藤・山田

問合せは
こちらまで

発行：認定特定非営利活動法人四国自然史科学研究センター
制作協力：日本自然保護協会　日本クマネットワーク　CPSG Japan

活動報告冊子

四国自然史科学研究センター
高知県須崎市下分乙470の1
http://www.lutra.jp/
TEL 0889-40-0840　
Email bear_info@lutra.jp　

担当：安藤・山田

問合せは
こちらまで

「地域とクマのよい距離」を定義し、
トラブル防止の体制が整備される

科学的な分析
クマの生息に何らかの影響を受ける人 （々地域
住民、民間団体、農林業関係者、狩猟者、観光
事業者ほか）が、四国のクマに求めるそれぞれ
の考えを出し合います。クマと地域のあるべき将
来像を取りまとめ、これに対して各自ができる
行動を議論します。

地域とクマの適正な関係性を考える

「保全計画づくりワークショップ」とは
自然環境の保全と持続可能な利用を推進する世界最大のネットワー
クである国際自然保護連合（IUCN）と、その専門家グループのひと
つであるCPSG（保全計画専門家グループ）が実施と改善を重ねてき
た実践的な絶滅危惧種保全計画づくりの手法です。世界75カ国以
上で500種以上の保全計画作成に、この手法が取り入れられ、多く
の種の絶滅回避に貢献しています。国内では、ツシマヤマネコ、ヤン
バルクイナなどの保全計画が、この手法でつくられました。

※CPSG＝Conservation Planning Specialist Group。
　IUCN種の保全委員会の専門家グループの一つ

四国のクマに関わるさまざまな視点から検討された保全計
画を作ることで、例えば次のような効果が期待できます。

「しこくまワークショップ」
とは

ツキノワグマの本来の暮らしはあまり知られていません。肉食と思われがちですが、実はほと
んどベジタリアンのような食性をしています。人間ほどの大きさのツキノワグマが森林で生き
ていくためには、四季折々の多様な食物を供給する豊かで広大な森林が必要です。

オスで100 ～ 200km2、
メスで50 ～ 100km2程度です。
この広い面積を均等に利用する
訳ではなく、集中して利用する
場所がいくつも存在します。

冬眠
森に食べ物が少なくなる11～12月から木の洞や岩穴などで寝て過ごします。
翌年の3～4月頃に冬眠から覚め活動を再開します。
メスは冬眠中に出産し、冬眠穴の中で飲まず食わずの状態で子育てを行います。

四季折々の食べ物を供給する
自然林がまとまって残る地域に生息します。
そのため、ツキノワグマの生息は
森林の豊かさを象徴すると言われます。

生息地

食べ物

行動
範囲

クマってどんな動物？

ツキノワグマの暮らし

9割以上の食べ物が植物質の雑食性です。
主な食べ物は、草本、木の葉や花、液果（木の実）、
堅果（ドングリ）、昆虫、（ハチやアリ）などです。
いわゆる「狩り」はしませんが、
シカなどの死体を見つけた時にはこれらも食べます。出展：小池（2013）を改変

春夏秋

前年のドングリ

シカの死体アリやハチ

ドングリ

草木や木本の葉
サクラ類の果実ミズキ　ヤマブドウ　アケビ

などの果実

多様な樹種で構成される落葉広葉樹林

追跡したツキノワグマの
1年間の移動軌跡



＝生息地

わたしたちは
ツキノワグマの生息地で

こんな活動を
しています

植林地の適正管理の過程で生
じる間伐材を有効活用した箸
です。材料には地域のブランド
杉「木頭杉」の中心部を厳選し
ており、手に馴染みやすい五角
形に加工した高級箸です。

ハチミツの蜜源が豊富な自然の林は、ツキノワグマが好む生息地でもあります。そのような
地域に置かれる蜜胴はクマの被害に遭うことがあります。
当プロジェクトでは、地域住民に電気柵一式を無償で貸し出し、被害防止のノウハウを普
及しています。今年度は、過去に蜜胴被害に遭った3名の方々と協力して被害対策を実施
しました。これらの場所での被害はゼロです。

電気柵って何？
触れると電気ショックを与える柵で蜜胴のあるエリアを囲みます。電気柵に触れた動物に強
烈な痛みを与えるため「また触れると痛いかも」という警戒心を与え、再度侵入する意欲を
失わせる効果があります。クマ類の被害対策に有効な手段として世界中で使われています。

なぜ被害対策が必要なの？
ハチミツはツキノワグマにとってもご馳走です。蜜胴を食べてもよいエサと学習した個体が
蜜胴に執着してしまうと、被害防除が難しくなります。また、クマが蜜胴を探す過程で人里
まで近づいてしまう可能性も考えられます。このようなクマを四国で「作らない」ためには、
被害初期の段階から早急に対策を行うことが肝心です。人と野生動物のトラブルを防止す
るには人間側の工夫も大切になります。

ISLAND BEAR
Friendly

地域とクマの共生に
寄与する商品・サービス

クマの生息地域にある特産品や、
森林保全、人とクマの軋轢防止活
動などから生まれる商品やサービ
スを“ISLAND BEAR Friendly”（ア
イランドベアーフレンドリー）と名付
けました。豊かな森林が残るこの
土地を舞台に、人とツキノワグマ
が共生できる持続可能な地域づく
りを目指しています。

電気柵は、正しい張り方で設置する必要があります。
電気柵を利用して被害防除をしたい！という方はお問い合わせください（表ページのお問合せ先まで）。

クマを知ってもらうための
セミナー開催

情報発信クマブースの出展

木頭クマまつりの開催

チラシやニュースレターで
クマの情報を発信

クマの生息地では、対策の不十分さやクマを正しく知らないことにより、クマの生
息に過度の不安を抱いたり、存続の価値が認知されないといった課題があります。
そこで、四国のツキノワグマの現状や生態、クマが生息する森林の価値等について
広く情報を発信し、クマを正しく知ってもらう取り組みを行っています。

情報の発信

四国のクマの
生息情報パネルの展示

動物の熱に反応して自動で動画を撮影するセンサーカメラを使い、ツキノワグマの生息確
認を行っています。現在、四国に残る20頭程度のツキノワグマの分布範囲や繁殖状況を
モニタリングしています。
この他にも様々な機関が連携して調査を進めており、毎年約100台程のセンサーカメラが
剣山系に設置されています。

研究目的の学術捕獲によりツキノワグマの生態情報を取得します。さまざまな機
関の連携により、四国ではこれまでに40回以上の学術捕獲が実施されました。
捕獲個体からは、性別、年齢、血縁関係などが明らかになり、個体群の現状の
評価に役立てます。

麻酔で眠ったクマの体のサ
イズ測定や血液等の採取、
必要に応じた検査や追跡
装置の装着などをして、覚
醒後、山に戻します。

わたしたちは
ツキノワグマの生息地で

こんな活動を
しています

生息状況の把握調査

センサーカメラを山に設置する様子 剣山北側のエリアで
カメラに写ったメスの個体

木頭小学校故郷学習、出前事業

地域とクマの
トラブル防止

KAGAWA

TOKUSHIMA

KOCHI

EHIME

ISLAND BEAR Friendly五陵箸

自然豊かな四国の山でクマの生息地を巡る山歩きツ
アーや、専門家とともに行うクマの生息実態調査を実
施。クマの生態や保全について知る機会になるととも
に、訪問客による地域の活性化にもつながります。

熊の生息地を巡る、山歩きツアー

ISLAND BEAR FRIENDLY
のロゴ

ツキノワ（三日月）の船に、人
とツキノワグマが同乗し、その
下には四国のシルエットが浮か
びます。四国における人とクマ
の共生をイメージしています。

もしも出会ってしまったら
逃げずにとにかく落ち着いて
冷静に行動することが重要です。

クマが暮らす地域で
トラブルを避けるためには、

第一に、クマに出会わないための工夫が大切！

クマは危険なの？

急に出会った瞬間や、子グマを連れている状況では、身を守るための行動として
攻撃をしてくることがあります。

通常、クマは人を獲物として見ていません。状況によって人に危害を及
ぼすこともありますが、警戒心が強く臆病な動物なので、森の中では人
間よりもクマが先に人の存在に気づき、その場を離れることが多いです。
クマとのトラブルを回避するには、正しいクマの知識と遭遇時の対処方
法を知ることが大切です。

クマスプレーを噴射、それでも攻撃を受けた時には、うつ伏
せになり急所を守る防御態勢をとりましょう。

威嚇突進の場合は途中で止まり後退、もしくは目の前でU
ターンすることが多いです。落ち着いてクマとの間に障害物
が来るようにゆっくりと後退しましょう。

クマに食べ物を与えないことが重要です。放置果樹、放置
作物、生ごみなどクマを誘因するものは除去しましょう。蜜
胴などを設置する際には電気柵を活用することも有効です。

問題を起こすクマを作らないために、残飯などは山に残さず
持ち帰りましょう。また、クマの方に先に自分の存在に気づ
いてもらうため、クマ鈴など音の出るものを携帯するか、見
通しの悪い藪や林道では声を出す、手を叩くなどして音を
立てましょう。

走ったり大声を出したりして刺激するのは危険。クマから目
を離さずにゆっくりと後退しましょう。

距離が離れてる

距離が近い

ゆっくりとその場を立ち去りましょう。

人里付近では

山で活動する
ときは

向かってきたら
（威嚇突進）

突進してきたら
（攻撃突進）

木頭図書館
徳島県ツキノワグマのが生息す
る山の中にある公共図書館。ツ
キノワクマの保護富山の保全に
取り組む

山の家奥槍戸
剣山・次郎笈（ジロウギュウ）
直下に立つログハウス風の町営
休憩所

剣山頂上ヒュッテ
日本百名山の剣山（1955ｍ）の
頂上直下にある山小屋

株式会社Wood Head
アイランドベアー商品「五陵箸」
など、徳島県の「木頭杉」を使っ
た木製品を製造。森の保全にも
取り組む

未来コンビニ
子供の未来を育む、人と地域を
結ぶ場所としてオープンしたコ
ンビニ

四国山岳植物園 岳人の森
徳島県神山町、標高1000ｍの
山にある植物園

ISLAND BEAR Fiendlyとは、地域と
ツキノワグマが共生できる地域づく
りをサポートする取り組みです（右
上欄参照）。以下のスポットで、この
取り組みに参加したり、商品を手に
したりすることができます。

スポット紹介

剣山

吉
野
川

物部
川

那賀
川

クマ生息地の特産品や、森林保全、クマの保全に
寄与するモノを協力して制作したい！

という方は下記までお問い合わせください。
認定特定非営利活動法人四国自然史科学研究センター

TEL 0889-40-0840　Email bear_info@lutra.jp　担当：安藤・山田


